
ネットワーク型電光掲示板を用いたメッセージ配信システムの設計

磯貝智崇� 平石　広典 � 溝口　文雄�

東京理科大学理工学研究科経営工学専攻�

1 はじめに

本論文では,デパート館内や図書館内の様な限られた

範囲内での情報配信システムの設計について述べる.イ

ンターネットの普及により,広告等の情報配信はリアル

タイムに個別化された情報が望まれる様になった.この

ため情報表示媒体も多様化を見せ,様々なメディアをミッ

クスし情報配信を行っている [1].しかし,デパートや図

書館等の店内や館内に目を向けると効果的な情報配信が

行われていない.店内や館内はオーディエンスの目的に

最も近い場所であり,ここでの効果的な情報配信は購買

意欲やサービスの向上につながる [2].本研究では電光掲

示板を情報表示媒体として利用する.電光掲示板は自ら

が発光するため可視距離が長く,大きさやコストの面か

ら複数台の設置が容易な媒体である.しかし,従来の電光

掲示板は操作性が悪く,リアルタイムに情報発信が可能

な媒体であるにもかかわらずそのような利用はされてい

ない.本研究では,電光掲示板をネットワーク接続しユー

ザビリティーを上げるだけではなく複数台の電光掲示板

を協調させオーディエンスの求める情報を効率よく提供

事する事が可能な情報配信システムを設計する.

2 NMBメッセージ配信システム

本研究ではネットワークに接続可能な電光掲示板 Net

Message Board(以下 NMB) の設計及び NMB を用いた

メッセージ配信システムの設計により効率よくメッセー

ジ配信を行う.NMB は CPUボードが組み込まれた電光

掲示板であり,ネットワークからの管理を可能にするほ

か,ネットワーク上にある様々な情報コンテンツの再利

用を可能にする.ユーザからの入力や Network情報抽出

により生成されたメッセージは適切な場所の NMBに最

適なタイミングで表示する事で,管理・利用が容易なだ

けでなく広告媒体としての有効性も高まる.
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図 1: システム構成

3 システム構成及び機能の実装

本システムの構成を述べた後,表示媒体であるNMBの

ハードウェア構成及びメッセージ配信システムの機能の

実装について述べる.

3.1 システム構成

本システムは図 1に示すように NMBと NMBサーバ

から構成される.NMBサーバは全ての NMBを管理する

インタフェースを持ち,表示メッセージの入力やWeb情

報の取得を行う.また NMBは設置されている場所,表示

目的等からグループとして NMBサーバに登録されてい

る. NMBの表示メッセージは NMBサーバにより表示タ

イミングのスケジューリングがされ,個々の NMBやグ

ループ内の NMBへ配信され表示される.

3.2 NMBの実装

NMB は双葉電子工業社製の蛍光モジュール (以下

VFD),コントロールボード (以下 VFDボード),CPUボー

ドから構成される.CPUボードは RS-232C,TCP/IP での

通信が可能であり,TCP/IPにより取得した表示メッセー

ジを VFDの文字コードに変換した後RS-232Cを用いて

VFDボードに送信することによって文字が表示される.
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メッセージ 送信先 重要度

1           全体 0.5
2 グループ 0.5
3 グループ 0.5
4 全体 0.5
5 全体 0.5
6 個別 0.5
7 個別 0.5
8 個別 0.5
9 個別 0.5
10 個別 0.5

メッセージ 送信先 重要度

1           全体 0.7
2 グループ 0.5
3 グループ 0.5
4 全体 0.4
5 全体 0.4
6 個別 0.3
7 個別 0.2
8 個別 0.2
9 個別 0.1
10 個別 0.1

＜実験2＞

＜実験1＞
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図 2: 複数台の協調表示評価

3.3 Web情報取得機能の実装
ホームページの多くは独自のフォームを持っており,

ページの特定の位置には関連性の強い情報が更新される.

また,ページの特定の位置は htmlのタグパターンから特

定する事が出来,タグパターンが頻繁に変わることは稀

である.NMBサーバはユーザが,あるホームページ上の

表示したい文字列を指定すると,文字列を特定できるタ

グの順序をルールとして保存することによって,ホーム

ページの更新後もルールの適応により関連する新しい情

報を取得する事が出来る.

3.4 協調掲示機能の実装
NMBの表示するメッセージの表示順序は NMBサー

バが表示頻度により決定する.表示頻度は各々のNMBに

おけるメッセージ重要度,表示回数,表示期限より計算さ

れる.

� I= ���

メッセージ重要度 (i)と時間別重要度 (m),配信方法

による VFD固有のパラメータの �の積�これにより

全体情報重視やグループ情報重視の情報表示が可能

になる�

� F= �����	�

特定 NMBのメッセージ表示回数がグループ内の表

示回数に占める割合 (rate� � の逆数とパラメータの

積�グループ内での表示の重複を避ける�

� T= 
����	�

特定 NMBのメッセージ表示期限がグループ内の表

示期間に占める割合 (rate�� の逆数とパラメータの

積�有効期限が近いものに対する優先度が高くなる

以上の要素より表示頻度=I-F+Tにより算出される.

図 3: 図書館に導入された NMB

4 協調表示評価
図２は同じグループ内の 3 台の NMB の表示回数で

ある.NMB1はメッセージ重要度重視,NMB2はグループ

配信情報重視,NMB3は全体情報重視のパラメータを持

つ. 3台の NMBに同じ重要度を持つメッセージ群 (実験

1) と重要度が異なるメッセージ群 (実験 2) を配信した

所,NMB2はグループ配信されたメッセージ 2,3を多く表

示し NMB3は全体に配信されたメッセージ 1,4,5を多く

表示している事が分かる.重要度が同じメッセージ群に

おいて個別 NMBに送信されたメッセジ 6～10は一つの

NMBでのみ表示されるメッセージであり他の物より多

く表示されている.これらの表示回数を表示グループと

して見ると,同じ重要度を持つメッセージは同じ頻度で

表示し,一方の重要度の異なるメッセージは右肩下がり

に表示している.つまり個別の NMBでは特性に応じた

表示を行うが,グループ全体としてはメッセージの重要

度が反映された表示がされている事が分かる.

5 おわりに
本論文では,ネットワーク型電光掲示板 NMBを設計

し,NMBを用いたメッセージ配信システムの設計と実装

について述べた.本システムは東京理科大学野田図書館

に導入されており,新着ジャーナル情報,図書館サーバ障

害のお知らせ等,利用者に直結した情報や最新ニュース

情報が取得表示され有効に活用されている (図 3).
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